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１．量的調査 調査票 

（１）現任精神保健福祉士 調査票 

  

1 

「
精

神
障

害
に

も
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ
ム

の
構

築
及

び
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
た

精

神
保

健
福

祉
士

の
役

割
の

明
確

化
と

養
成

・
人

材
育

成
の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

」
調

査
票

（
１

）
 

 

  Ⅰ
 

基
本

属
性

に
関

す
る

質
問

 

※
括

弧
【

 
】

書
き

で
指

定
の

あ
る

項
目

に
つ

い
て

は
別

紙
「
コ
ー
ド
表
」
の
番
号
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

 

１
．
あ

な
た

の
精

神
保

健
福

祉
士

資
格

等
の

取
得

と
経

験
に

つ
い

て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

①
精

神
保

健
福

祉
士

資
格

の
登

録
年

度
 

 
 

 
 

（
 

 
 

 
 

 
年

度
）
 

②
精

神
保

健
福

祉
士

国
家

試
験

の
受

験
資

格
取

得
ル

ー
ト

【
コ

ー
ド
１
か
ら
選
択
】
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

③
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
し

て
の

経
験

年
数

（
精

神
保

健
福

祉
分
野
以
外
も
含
む
）
 

精
神

保
健

福
祉

士
資

格
 
取

得
前

（
 

 
 

 
 

 
 

年
）
 
取
得
後

（
 
 
 
 
 
 
 
年
）
 

④
社

会
福

祉
士

資
格

の
取

得
の

有
無

（
ど

ち
ら

か
に

〇
を

付
け
て
く
だ
さ
い
）
 

ア
．

あ
り

 
 

 
 

 
 

 
 

イ
．

な
し

 

 ２
．
公
益
社
団
法
人
日
本
精
神
保
健
福
祉
士
協
会
へ
の
入
会
の
有
無
を
お
答
え
く
だ
さ
い（

ど
ち
ら
か
に
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）。

 

ア
．

入
会

し
て

い
る

 
 

 
 

イ
．

入
会

し
て

い
な

い
 

 

３
．
現
在

の
主

た
る

勤
務

先
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

①
勤

務
先

の
種

別
 
 
【

コ
ー

ド
２

か
ら

選
択

】
 

 
 

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

②
勤

務
年

数
 
 

 
 

 
 

 
 

（
 

 
 

 
 

 
 

年
）
 

③
雇

用
形

態
 

 
 

 
【

コ
ー

ド
３

か
ら

選
択

】
 

 
 

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

④
勤

務
先

で
の

立
場

 
【

コ
ー

ド
４

か
ら

選
択

】
 

 
 

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 ４
．
こ

れ
ま

で
の

現
場

経
験

す
べ

て
の

な
か

で
、
あ

な
た

が
精

神
保
健
福
祉
士
と
し
て
も
っ
と
も
成
長
で
き
た
と
思
う
職

場
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

（
ど

ち
ら

か
に

〇
を

付
け

て
く
だ
さ
い
）
。
 

ア
．

３
．

の
現

勤
務

先
と

同
じ

 
→

設
問
Ⅱ
（
P
.
2
）

へ
お

進
み
く
だ
さ
い
 

イ
．

３
．

以
外

の
職

場
が

あ
る

 
→

以
下

も
お

答
え

く
だ

さ
い
 

①
勤

務
先

の
種

別
 
【

コ
ー

ド
２

か
ら

選
択

】
 

 
 

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

②
勤

務
年

数
 

 
 

 
 

 
 

（
 

 
 

 
 

 
 

年
）

★
調

査
を
お
願

い
す
る

に
あ

た
っ
て

の
留

意
点
な

ど
★
 

・
本
調

査
で

得
ら

れ
た

情
報

は
、
（

公
社
）

日
本

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
事
務
局
内
に
て
厳
重
に
保
管
し
ま
す
。
 

・
本
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
報
告
書
と
し
て
提
出
す
る
ほ
か
、
本
協
会
の
事
業
報
告
等
に
用
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
は
統
計
的
処
理
が
施
さ
れ
、
個
人
や
施
設
・
機
関
等
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

・
同
封

の
実

施
要

領
及

び
コ

ー
ド

表
を

参
照

の
う

え
、

ご
回

答
く

だ
さ
い
。
 

・
回

答
期

限
は

、
2
0
1
9
年

２
月

1
5
日

（
金

）
で

す
。
 

・
W
o
r
d
デ

ー
タ

で
回

答
希

望
の

方
は

、
下

記
の

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
 

【
U
RL
】

ht
tp
:
//

ww
w.

ja
ps
w
.o

r.
jp

/a
/2
0
18

fo
rm

.h
tm
l 

・
ご
不

明
な

点
は

、
下

記
へ

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
 

公
益

社
団

法
人

日
本

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
（

担
当

：
木

太
）
 

〒
1
6
0
-
0
0
1
5
 
東

京
都

新
宿

区
大

京
町

2
3
-
3
 
四

谷
オ

ー
キ
ッ
ド
ビ
ル
７
階
 

T
EL

.0
3-

53
66
-
31

52
 

FA
X.
0
3-

53
66

-2
99
3 

E-
ma

il
：
c
on
ta
ct
20
18
@
ja
ps
w.
or
.j
p 

調
査

票
（

現
任

の
精

神
保

健
福

祉
士

の
方

へ
）
 

2 

Ⅱ
 

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
に

関
す

る
質

問
 

 
以

下
に

お
示

し
す

る
精

神
保

健
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

（
価

値
・

理
念

、
視

点
、

知
識

）
に

つ
い

て
、
「

あ

な
た
の
実

践
に

ど
の
く

ら
い

活
か
せ

て
い

る
か

」
を
お

答
え
く

だ
さ

い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
項

目
に

つ
い
て

、
１

～
４
の

う
ち

最
も

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
を

選
ん

で
○
を

付
け

て
く
だ

さ
い

。
 

項 目 番 号

 

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
（

価
値

・
理

念
、

視
点

、
知

識
）

 

１

 

実 践 に 活 か せ て い る

 

２

 

ま あ 実 践 に 活 か せ て い る

 

３

 

あ ま り 実 践 に 活 か せ て い な い

４

 

実 践 に 活 か せ て い な い

 

１
．

求
め

ら
れ

る
価

値
・

理
念

 

①
 

個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
基
盤
と
す
る
 

１
 

２
 

３
４

②
 

人
々
の
精
神
保
健
福
祉
の
向
上
（
w
e
l
l
-
b
e
i
n
g
）
を
目
指
す
 

１
 

２
 

３
４

③
 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
自
己
決
定
・
自
己
実
現
を
保
障
す
る
 

１
 

２
 

３
４

④
 

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
行
う
 

１
 

２
 

３
４

⑤
 

精
神
障
害
者
の
社
会
的
復
権
・
権
利
擁
護
と
福
祉
の
た
め
の
活
動
を
行
う
 

１
 

２
 

３
４

⑥
 

共
生
社
会
の
実
現
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
に
向
け
た
活
動
を
行
う
 

１
 

２
 

３
４

２
．

求
め

ら
れ

る
視

点
 

①
 

ミ
ク

ロ
・

メ
ゾ

・
マ

ク
ロ

（
個

人
・

集
団

・
組

織
・

地
域

・
社

会
）

の
連

続
性

を
踏

ま
え

た

包
括
的
な
視
点
を
持
つ
 

１
 

２
 

３
４

②
 

人
と
環
境
の
相
互
作
用
の
視
点
か
ら
現
象
を
捉
え
る
 

１
 

２
 

３
４

③
 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
「
生
活
者
」
と
し
て
捉
え
る
 

１
 

２
 

３
４

④
 

地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
視
点
を
持
つ
 

１
 

２
 

３
４

⑤
 

個
人
・
集
団
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
個
別
化
の
視
点
を
持
つ
 

１
 

２
 

３
４

⑥
 

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
の

視
点

を
持

つ
：

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
主

体
性

を
回

復
・

尊
重

す
る

こ
と

を

重
視
す
る
 

１
 

２
 

３
４

⑦
 

ス
ト
レ
ン
グ
ス
の
視
点
を
持
つ
：
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
環
境
の
「
強
み
」
に
焦
点
を
当
て
、
最
大
限

に
活
か
す
。「

希
望
」
を
重
視
し
、
そ
れ
に
向
か
う
力
や
周
囲
の
力
を
資
源
と
し
て
支
援
す
る
 

１
 

２
 

３
４

⑧
 

リ
カ

バ
リ

ー
の

視
点

を
持

つ
：

そ
の

人
ら

し
い

生
活

を
再

構
築

し
、

新
た

な
人

生
の

意
味

や

目
的
を
見
出
す
過
程
に
寄
り
添
う
 

１
 

２
 

３
４

⑨
 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
す
る
：
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
の
協
働
を
支
援
の
基
本
に
お
く
 

１
 

２
 

３
４

３
．

求
め

ら
れ

る
知

識
 

①
 

個
人
の
全
体
性
と
「
人
と
環
境
の
相
互
作
用
」
を
重
視
し
た
人
間
の
発
達
と
行
動
 

１
 

２
 

３
４

②
 

他
者
や
外
部
の
資
源
か
ら
援
助
を
受
け
る
、
ま
た
は
与
え
る
際
の
心
理
 

１
 

２
 

３
４

③
 

人
間
相
互
の
意
思
伝
達
の
仕
方
、
感
情
を
表
現
す
る
仕
方
 

１
 

２
 

３
４

④
 

集
団
過
程
、
集
団
が
個
人
に
及
ぼ
す
影
響
と
個
人
が
集
団
に
及
ぼ
す
影
響
 

１
 

２
 

３
４

⑤
 

あ
る

社
会

が
有

す
る

精
神

的
価

値
・

法
律

・
社

会
制

度
・

文
化

が
個

人
や

集
団

、
地

域
社

会

に
対
し
て
持
つ
意
味
と
影
響
 

１
 

２
 

３
４
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項 目 番 号

 

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
（

価
値

・
理

念
、

視
点

、
知

識
）

 

１

 

実 践 に 活 か せ て い る

 

２

 

ま あ 実 践 に 活 か せ て い る

 

３

 

あ ま り 実 践 に 活 か せ て い な い

 

４

 

実 践 に 活 か せ て い な い

 

⑥
 

個
人
間
・
個
人
と
集
団
・
集
団
間
の
関
係
、
相
互
作
用
過
程
 

１
 

２
 

３
４

⑦
 

地
域
社
会
の
発
展
と
変
化
の
仕
方
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
資
源
 

１
 

２
 

３
４

⑧
 

社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
組
織
、
方
法
 

１
 

２
 

３
４

⑨
 

専
門
職
と
し
て
の
精
神
保
健
福
祉
士
自
身
の
情
緒
と
態
度
の
気
づ
き
 

１
 

２
 

３
４

 Ⅲ
 

精
神

保
健

福
祉

士
養

成
課

程
に

お
け

る
教

育
内

容
に

関
す

る
質

問
 

精
神
保
健
福
祉
士
養
成
課
程
で
は
科
目
ご
と
に
教
育
内
容
に
お
け
る
「
ね
ら
い
（
目
標
）」
（
※
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

以
下
に
示
す
「
ね
ら
い
（
目
標
）」

の
項
目
に
つ
い
て
、
次
の
Ａ
・
Ｂ
の
２
つ
の
立
場
に
お
け
る
必
要
性
の
高
さ
（
ど
の

く
ら
い
必
要
か
、
身
に
付
け
て
お
く
べ
き
か
）
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

Ａ
：
現
在
の
あ
な
た
に
と
っ
て
 

Ｂ
：
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
て
就
職
し
た
直
後
の
者
（
以
下
、「

新
人
」
と
い
う
。）

に
と
っ
て
 

Ａ
及
び
Ｂ
の
２
つ
の
立
場
に
お
い
て
、
項
目
ご
と
に
最
も
当
て
は
ま
る
も
の
１
つ
を
選
ん
で
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 ※
以

下
の

科
目

お
よ

び
「

ね
ら

い
（

目
標

）
」
に

つ
い

て
は

、「
精

神
保

健
福

祉
士

養
成

施
設

等
の

設
置

及
び

運
営

に
係

る
指

針
に

つ
い

て
」

（
平

成
2
3
年

8
月

5
日

付
障

発
0
8
0
5
第

3
号

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

長
通

知
）

を
参

考
・

引
用

し
て

い
る

。
 

項 目 番 号

 

科
目
お
よ

び
「
ね

ら
い
（

目
標
）
」
 

Ａ
 現

在
の
あ
な
た

に
と
っ
て
の
必
要
性
 

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

〇
 

 

Ｂ
 新

人
に
と
っ
て

の
必
要
性
 

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

〇
 

１

 

必 要 性 が 高 い

 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

４

 

必 要 性 が 高 く な い

 

１

 

必 要 性 が 高 い

 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

４

 

必 要 性 が 高 く な い

 

（
１

）
精

神
疾

患
と

そ
の

治
療

 

①
 

代
表
的
な
精
神
疾
患
に
つ
い
て
、
成
因
、
症
状
、
診
断
法
、
治
療
法
、

経
過
、
本
人
や
家
族
へ
の
支
援
と
い
っ
た
観
点
か
ら
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

精
神
科
病
院
等
に
お
け
る
専
門
治
療
の
内
容
及
び
特

性
に

つ
い

て
理

解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

精
神
保
健
福
祉
士
が
、
精
神
科
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
関
わ
る

際
に
担
う
べ
き
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

精
神
医
療
・
福
祉
と
の
連
携
の
重
要
性
と
精
神
保
健
福
祉
士
が
そ
の

際
に
担
う
べ
き
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
２

）
精

神
保

健
の

課
題

と
支

援
 

①
 

精
神

の
健

康
に

つ
い

て
の

基
本

的
考

え
方

と
精

神
保

健
学

の
役

割
に

つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

4 

項 目 番 号

 

科
目

お
よ

び
「

ね
ら

い
（

目
標

）
」

 

Ａ
 現

在
の
あ
な

た
に

と
っ

て
の

必
要

性
 

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

〇
 

 

Ｂ
 新

人
に
と
っ

て
の

必
要

性
 

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

〇
 

１

 

必 要 性 が 高 い

 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

 

４

 

必 要 性 が 高 く な い

 

１

 

必 要 性 が 高 い
 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

 

４
 

必 要 性 が 高 く な い

 

②
 

現
代

社
会
に

お
け

る
精

神
保

健
の

諸
課

題
と

、
精

神
保

健
の

実
際

及
び

精
神

保
健
福

祉
士

の
役

割
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

③
 

精
神

保
健
を

維
持

、
増

進
す
る
た

め
に

機
能

し
て

い
る

、
専
門
機

関
や

関
係

職
種
の

役
割

と
連

携
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

国
際

連
合

の
精

神
保

健
活

動
や

他
の

国
々

に
お

け
る

精
神

保
健

の
現

状
と

対
策
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

（
３

）
精

神
保

健
福

祉
相

談
援

助
の

基
盤

(
基

礎
)
 

①
 

精
神

保
健
福

祉
士

の
役

割
と

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 

 

１
 

２
３

４

②
 

社
会

福
祉
士

の
役

割
と

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
１

２
３

４
 

１
 

２
３

４

③
 

相
談

援
助
の

概
念

と
範

囲
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

相
談

援
助
の

理
念

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

（
４

）
精

神
保

健
福

祉
相

談
援

助
の

基
盤

(
専

門
)
 

①
 

精
神

保
健
福

祉
士

が
行

う
相

談
援

助
の

対
象

と
相

談
援

助
の

概
要

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
１

２
３

４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

精
神

障
害

者
の

相
談

援
助

に
係

る
専

門
職

の
概

念
と

範
囲

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

③
 

精
神

障
害

者
の

相
談

援
助

に
お

け
る

権
利

擁
護

の
意

義
と

範
囲

に
つ

い
て

理
解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

精
神

保
健

福
祉

活
動

に
お

け
る

総
合

的
か

つ
包

括
的

な
援

助
と

多
職

種
連

携
の
意

義
と

内
容

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

（
５

）
精

神
保

健
福

祉
の

理
論

と
相

談
援

助
の

展
開

 

①
 

精
神

医
療
の

特
性

と
、
精

神
障
害

者
に

対
す

る
支

援
の

基
本

的
考

え
方

に
つ

い
て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
 

１
 

２
３

４

②
 

精
神

科
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

概
念

と
構

成
及

び
チ

ー
ム

医
療

の
一

員
と

し
て

の
精

神
保

健
福

祉
士

の
役

割
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 

 

１
 

２
３

４

③
 

精
神

科
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

と
精

神
保

健
福

祉
士
が

行
う

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
と

技
術

及
び

活
用

の
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

精
神

障
害

者
を

対
象

と
し

た
相

談
援

助
技

術
の

展
開

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

⑤
 

精
神

障
害
者

の
地

域
移

行
支

援
及

び
医

療
機

関
と

地
域

の
連

携
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

と
支

援
体

制
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
１

２
３

４
 

１
 

２
３

４

⑥
 

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
の
実
態
と
こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
及

び
地
域
相
談
援
助
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

⑦
 

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
成
と
社
会
資
源
の
活
用
及
び
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４
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5
 

項 目 番 号

 

科
目
お
よ

び
「
ね

ら
い
（

目
標
）
」
 

Ａ
 現

在
の
あ
な
た

に
と
っ
て
の
必
要
性
 

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

〇
 

 

Ｂ
 新

人
に
と
っ
て

の
必
要
性
 

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

〇
 

１

 

必 要 性 が 高 い

 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

 

４

 

必 要 性 が 高 く な い

 

１

 

必 要 性 が 高 い

 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

 

４

 

必 要 性 が 高 く な い

 

⑧
 

地
域
生
活
を
支
援
す
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
包
括
的
な
支
援
の
意

義
と
展
開
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
６

）
精

神
保

健
福

祉
に

関
す

る
制

度
と

サ
ー

ビ
ス

 

①
 

精
神
障
害
者
の
相
談
援
助
活
動
と
法
(精

神
保
健
福
祉
法
)と

の
関
わ
り
に
つ

い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

精
神
障
害
者
の
支
援
に
関
連
す
る
制
度
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
知

識
と
支
援
内
容
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

精
神
障
害
者
の
支
援
に
お
い
て
係
わ
る
施
設
、
団
体
、
関
連
機
関
等
に

つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

更
生
保
護
制
度
と
医
療
観
察
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 

社
会
資
源
の
調
整
・
開
発
に
係
わ
る
社
会
調
査
の
概
要
と
活
用
に
つ
い

て
基
礎
的
な
知
識
を
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
７

）
精

神
障

害
者

の
生

活
支

援
シ

ス
テ

ム
 

①
 

精
神
障
害
者
の
生
活
支
援
の
意
義
と
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

精
神
障
害
者
の
居
住
支
援
に
関
す
る
制
度
・
施
策
と
相
談
援
助
活
動
に

つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
及
び
精

神
障

害
者

の
就

労
支

援
に
関
す
る
制
度
・
施
策
と
相
談
 
援
助
活
動
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

行
政

機
関

に
お

け
る

精
神

保
健

福
祉

士
の

相
談

援
助

活
動

に
つ

い
て

理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
８

）
人

体
の

構
造

と
機

能
及

び
疾

病
 

①
 

心
理
機
能
と
身
体
構
造
及
び
様
々
な
疾
病
や
障
害
の
概
要
に
つ
い
て
、

人
の
成
長
・
発
達
や
日
常
生
活
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

国
際

生
活

機
能

分
類

(
I
C
F
)
の

基
本

的
考

え
方

と
概

要
に

つ
い

て
理

解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
９

）
心

理
学

理
論

と
心

理
的

支
援

 

①
 

心
理

学
理

論
に

よ
る

人
の

理
解

と
そ

の
技

法
の

基
礎

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

人
の
成
長
・
発
達
と
心
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

日
常
生
活
と
心
の
健
康
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

心
理
的
支
援
の
方
法
と
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
1
0
）

社
会

理
論

と
社

会
シ

ス
テ

ム
 

①
 

社
会
理
論
に
よ
る
現
代
社
会
の
捉
え
方
を
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

6 

項 目 番 号

 

科
目
お
よ

び
「
ね

ら
い
（

目
標
）
」
 

Ａ
 現

在
の
あ
な
た

に
と
っ
て
の
必
要
性
 

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

〇
 

 

Ｂ
 新

人
に
と
っ
て

の
必
要
性
 

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

〇
 

１

 

必 要 性 が 高 い

 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

 

４

 

必 要 性 が 高 く な い

 

１

 

必 要 性 が 高 い
 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

 

４
 

必 要 性 が 高 く な い

 

②
 

生
活
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

③
 

人
と
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

④
 

社
会
問
題
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

（
1
1
）

現
代

社
会

と
福

祉
 

①
 

現
代
社
会
に
お
け
る
福
祉
制
度
の
意
義
や
理
念
、
福
祉
政
策
と
の
関
係

に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

福
祉
の
原
理
を
め
ぐ
る
理
論
と
哲
学
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

福
祉
政
策
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
と
資
源
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

福
祉
政
策
の
課
題
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 

福
祉
政
策
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑥
 

福
祉
政
策
と
関
連
政
策
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑦
 

相
談
援
助
活
動
と
福
祉
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
1
2
）

地
域

福
祉

の
理

論
と

方
法

 
 

①
 

地
域
福
祉
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

②
 

地
域
福
祉
の
主
体
と
対
象
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

③
 

地
域
福
祉
に
係
わ
る
組
織
、
団
体
及
び
専

門
職

の
役

割
と

実
際

に
つ

い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

地
域
福
祉
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
意
義
と
方
法
及
び
そ
の

実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 

地
域
福
祉
の
推
進
方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
1
3
）

社
会

保
障

 

①
 

現
代
社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
課
題
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

社
会
保
障
の
概
念
や
対
象
及
び
そ
の
理
念
等
に
つ
い
て
、
そ
の
発
達
過

程
も
含
め
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

公
的
保
険
制
度
と
民
間
保
険
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

社
会
保
障
制
度
の
体
系
と
概
要
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４
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7
 

項 目 番 号

 

科
目
お
よ

び
「
ね

ら
い
（

目
標
）
」
 

Ａ
 現

在
の
あ
な
た

に
と
っ
て
の
必
要
性
 

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

〇
 

 

Ｂ
 新

人
に
と
っ
て

の
必
要
性
 

当
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

〇
 

１

 

必 要 性 が 高 い

 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

 

４

 

必 要 性 が 高 く な い

 

１

 

必 要 性 が 高 い

 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

 

４

 

必 要 性 が 高 く な い

 

⑤
 

年
金
保
険
制
度
及
び
医

療
保

険
制

度
の

具
体

的
内

容
に

つ
い

て
理

解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑥
 

諸
外
国
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
1
4
）

低
所

得
者

に
対

す
る

支
援

と
生

活
保

護
制

度
 

①
 

低
所
得
階
層
の
生
活
実
態
と
こ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
、
福
祉
需
要

と
そ
の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

相
談

援
助

活
動

に
お

い
て

必
要

と
な

る
生

活
保

護
制

度
や

生
活

保
護

制
度
に
係
る
他
の
法
制
度
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
義
と
そ
の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
1
5
）

福
祉

行
財

政
と

福
祉

計
画

 

①
 

福
祉
の
行
財
政
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

福
祉
行
財
政
の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

福
祉
計
画
の
意
義
や
目
的
、
主
体
、
方
法
、
留
意
点
に
つ
い
て
理
解
す

る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
1
6
）

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

 

①
 

相
談

援
助

活
動

に
お

い
て

必
要

と
な

る
医

療
保

険
制

度
や

保
健

医
療

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
専
門
職
の
役
割
と
実
際
、
多
職
種
協
働

に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
1
7
）

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
制

度
 

①
 

相
談
援
助
活
動
と
法
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

相
談

援
助

活
動

に
お

い
て

必
要

と
な

る
成

年
後

見
制

度
に

つ
い

て
理

解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

成
年
後
見
制
度
の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

社
会
的
排
除
や
虐
待
な
ど
の
権
利
侵
害
や
認
知
症
な
ど
の
日

常
生

活
上

の
支
援
が
必
要
な
者
に
対
す
る
権
利
擁
護
活
動
の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す

る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

（
1
8
）

障
害

者
に

対
す

る
支

援
と

障
害

者
自

立
支

援
制

度
 

①
 

障
害
者
の
生
活
実
態
と
こ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
や
福
祉
・
介
護
需
要
に

つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 

１
 

２
３

４

②
 

障
害
者
福
祉
制
度
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

相
談
援
助
活
動
に
お
い
て
必
要
と
な
る
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
や
障
害
者
の
福
祉
・
介
護

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

8 

項 目 番 号

 

科
目

お
よ

び
「

ね
ら

い
（

目
標

）」
 

Ａ
 現

在
の
あ
な

た
に

と
っ

て
の

必
要

性
 

当
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
〇
 

 

Ｂ
 新

人
に
と
っ

て
の

必
要

性
 

当
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
〇
 

１

 

必 要 性 が 高 い

 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

 

４

 

必 要 性 が 高 く な い

 

１

 

必 要 性 が 高 い

 

２

 

や や 必 要 性 が 高 い

 

３

 

あ ま り 必 要 性 が 高 く な い

 

４

 
必 要 性 が 高 く な い

 

に
係

る
他
の

法
制

度
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

Ⅳ
 

精
神

保
健

援
助

実
習

に
関

す
る

質
問

 

１
．
 実

習
指
導
者
講
習
会
（
厚
生
労
働
省
の
実
施
要
領
に
基
づ
く

20
10

年
度
以
降
実
施
分
）
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

１
）
講
習
会
の
受
講
の
有
無
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
（
ど
ち
ら
か
に
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）。

 

ア
．
修
了
し
た
（
修
了
年
度
：
 
 
 
 
 
 
 
年
度
）
 

イ
．
修
了
し
て
い
な
い
 
→
３
．（

P.
8）

へ
お
進
み
く
だ
さ
い
 

 
２
）
講
習
会
の
内
容
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
（
ど
ち
ら
か
に
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）。

 

イ
に
〇
を
付
け
た
場
合
は
お
考
え
を
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

ア
．
現
状
で
よ
い
 

 

イ
．
改
善
す
べ
き
で
あ
る
 

 
→

具
体

的
に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
 

 

 

２
．
 実

習
指
導
者
講
習
会
修
了
後
の
実
習
指
導
の
経
験
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
（
ど
ち
ら
か
に
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）。
 

ア
．
経
験
あ
り
 
 
 
イ
．
経
験
な
し
 

３
．
 現

在
の
精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

１
）
 ２

か
所

以
上

で
の

実
習

が
必

須
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

お
答

え
く

だ
さ

い
（
ど
ち
ら
か
に
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）。

イ
に
〇
を
付
け
た
場
合
は
そ
の
理
由
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

ア
．
２
か
所
以
上
の
ま
ま
が
よ
い
 

 

イ
．
１
か
所
以
上
が
よ
い
 

 
→

理
由

を
お
書

き
く

だ
さ

い
。
  

２
）
 医

療
機
関
に
お
け
る
実
習
が
必
須
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
（
ど
ち
ら
か
に
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）。

イ
に
〇
を
付
け
た
場
合
は
そ
の
理
由
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

ア
．
必
須
の
ま
ま
が
よ
い
 

 

イ
．
必
須
と
し
な
く
て
よ
い
 

 
→

理
由

を
お
書

き
く

だ
さ

い
。
  

 

３
）
 あ

な
た
の
所
属
機
関
に
お
け
る
実
習
時
間
/日

数
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
（
１
つ
に
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）。
 

ア
．
短
い
 
 
 
 
イ
．
現
状
で
よ
い
 
 
 
 
ウ
．
長
い
 
 
 
 
エ
．
実
習
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
 

 

４
）
 週

１
回
以
上
の
教
員
指
導
（
帰
校
日
と
巡
回
指
導
）
の
頻
度
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
（
１
つ
に
〇
を
付
け
て

く
だ
さ
い
）。
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9
 

ア
．
少
な
い
 
 
 
イ
．
現
状
で
よ
い
 
 
 
 
ウ
．
多
い
 
 
 
 
エ
．
実
習
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
 

  
５
）
そ
の
他
、
精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
の
規
定
に
関
し
て
ご
意
見
が
あ
れ
ば
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

 

   ４
．
 現

場
実
習
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

１
）
実
習
生
が
養
成
校
で
特
に
学
ん
で
き
て
ほ
し
い
こ
と
 

２
）
あ
な
た
が
実
習
生
に
特
に
伝
え
た
い
こ
と
 

 
 

 Ⅴ
 

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

教
育

に
つ

い
て

、
ご
意

見
等

あ
れ

ば
自

由
に

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

 

 
 

以
上
で
調

査
は

終
了
で

す
。

返
信
用

封
筒

に
入
れ

て
２
月

1
5
日
（
金

）
ま
で

に
投

函
し
て

く
だ

さ
い
。
 

ご
協
力
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
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（２）養成校対象 調査票 

  

1 

「
精

神
障

害
に

も
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

及
び

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た

精
神

保
健

福
祉

士
の

役
割

の
明

確
化

と
養

成
・
人

材
育

成
の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

」
調

査
票
（

２
）
 

    Ⅰ
．

基
礎

調
査

項
目

 

 
あ
な
た
の
学
校
・
施
設
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
番
号
を
○
で
囲
み
、
括
弧
（
 
）
内
は
直
接
記
入
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

養
成
課
程
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
調
査
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
１
養
成
課
程
に
つ
い
て
回
答
く
だ
さ
い
。 

 １
．

養
成

校
に

つ
い

て
 

（
１

）
種

別
 

 
 

１
．

四
年

制
大

学
 

 
 

２
．

短
期

大
学

 
 

 
３

．
一

般
養

成
施

設
 

 
 

４
．

短
期

養
成

施
設

 

５
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
６

．
現

在
養

成
課

程
な

し
 

（
２

）
形

態
 

 
 

１
．

通
学

 
 

 
 

 
 

２
．

通
信

 
 

 ２
．

精
神

保
健

福
祉

士
及

び
社

会
福

祉
士

の
養

成
体

制
に

つ
い

て
 

（
１

）
社

会
福

祉
士

の
養

成
課

程
の

有
無

 

１
．

有
 

 
 

 
 

 
 

２
．

無
 

（
２

）
養

成
の

仕
組

み
 

１
．

二
段

階
方

式
：

社
会

福
祉

士
の

養
成

を
前

提
に

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

を
上

乗
せ

す
る

仕
組

み
 

２
．

並
列

方
式

：
社

会
福

祉
士

と
精

神
保

健
福

祉
士

の
双

方
を

並
列

し
て

養
成

す
る

仕
組

み
 

３
．

二
資

格
択

一
方

式
：

社
会

福
祉

士
ま

た
は

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

ど
ち

ら
か

を
選

択
す

る
仕

組
み

 

４
．

選
択

方
式

：
２

の
並

列
方

式
ま

た
は

３
の

二
資

格
択

一
を

選
択

で
き

る
仕

組
み

 

５
．

単
独

方
式

：
精

神
保

健
福

祉
士

の
み

を
養

成
す

る
仕

組
み

 

６
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

★
調

査
を

お
願

い
す

る
に

あ
た

っ
て

の
留

意
点

な
ど

★
 

・
本

調
査

で
得

ら
れ

た
情

報
は

、
（

公
社

）
日

本
精

神
保

健
福

祉
士

協
会

事
務

局
内

に
て

厳
重

に
保

管
し

ま
す

。
 

・
本

調
査

の
結

果
に

つ
い

て
は

、
厚

生
労

働
省

に
報

告
書

と
し

て
提

出
す

る
ほ

か
、
本

協
会

の
事

業
報

告
等

に
用

い

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、
デ

ー
タ

は
統

計
的

処
理

が
施

さ
れ

、
個

人
や

施
設
・
機

関
等

が
特

定
さ

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

・
回

答
期

限
は

、
2
0
1
9
年

２
月

1
5
日

（
金

）
で

す
。

 

・
担

当
教

員
が

複
数

の
場

合
は

、
「

教
務

に
関

す
る

主
任

者
」

が
回

答
す

る
か

、
各

科
目

の
担

当
者

へ
調

査
の

上
で

取
り

ま
と

め
、

各
校

の
養

成
課

程
ご

と
で

１
通

の
調

査
票

で
回

答
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

・
W
o
r
d
デ

ー
タ

で
回

答
希

望
の

方
は

、
下

記
の

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

よ
り

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

ま
す

。
 

【
U
R
L
】

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
p
s
w
.
o
r
.
j
p
/
a
/
2
0
1
8
f
o
r
m
.
h
t
m
l
 

・
ご

不
明

な
点

は
、

下
記

へ
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

 

公
益

社
団

法
人

日
本

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
（

担
当

：
木

太
）

 

〒
1
6
0
-
0
0
1
5
 

東
京

都
新

宿
区

大
京

町
2
3
-
3
 

四
谷

オ
ー

キ
ッ

ド
ビ

ル
７

階
 

T
E
L
.
0
3
-
5
3
6
6
-
3
1
5
2
 

F
A
X
.
0
3
-
5
3
6
6
-
2
9
9
3
 

E
-
m
a
i
l
：

c
o
n
t
a
c
t
2
0
1
8
@
j
a
p
s
w
.
o
r
.
j
p
 

調
査

票
（

精
神

保
健

福
祉

士
養

成
課

程
の

学
校

・
施

設
の

教
員

の
方

へ
）

 

以
降

の
回

答
は

不
要

で
す

。
 

こ
の

ま
ま

返
送

用
封

筒
で

お
送

り
く

だ
さ

い
。

2 

３
．

精
神

保
健

福
祉

士
養

成
課

程
に

お
け

る
養

成
数

（
定

員
及

び
養

成
課

程
修

了
者

数
）

に
つ

い
て

 

年
度

 
①

2
0
1
8

年
度

（
見

込
）
 

②
2
0
1
7

年
度

 
③

2
0
1
6

年
度

 

定
員

 
名

名
名

養
成

課
程

修
了

者
数

 

（
実

数
）

 
名

名
名

 Ⅱ
．

演
習

・
実

習
科

目
に

関
す

る
調

査
項

目
 

あ
な
た
の
学

校
・
施
設
に
お
け
る
演
習
・
実
習
科
目
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
番

号
等
を
○
で

囲
み
、
枠
内
・
括
弧
（
 
）

内
は
数
値
等

を
直
接
記
入

し
て
お
答
え

く
だ
さ
い
。

 

 １
．

実
習

・
演

習
科

目
の

概
要

と
教

員
属

性
に

つ
い

て
 

（
１

）
科

目
の

開
講

状
況

 

 
精

神
保

健
福

祉
援

助
演

習
 

精
神

保
健

福
祉

 

援
助

実
習

指
導

 

精
神

保
健

福
祉

 

援
助

実
習

 
（
基

礎
）
 

（
専

門
）
 

①
ク

ラ
ス

数
 

 
 

 
 

②
開

講
学

年
 

 
 

 
 

③
社

会
福

祉
士

演
習

科
目

と
の

読
替

免
除

 

※
い

ず
れ

か
に

〇

１
．

 
有

 

２
．

 
無

 

※
複

数
の

学
年

で
開

講
し

て
い

る
場

合
は

、
②

に
す

べ
て

の
学

年
を

ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 （
２

）
担

当
教

員
 

 
精

神
保

健
福

祉
援

助
演

習
 

精
神

保
健

福
祉

 

援
助

実
習

指
導

 

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

 
（
基

礎
）
 

（
専

門
）
 

④
担

当
教

員
数

 
名

名
名

 
名

⑤
担

当
教

員
詳

細
 

ア
 
専

任
（

常
勤

）
教

員
数

 
名

名
名

 
名

イ
 
非

常
勤

教
員

数
 

名
名

名
 

名

ウ
 
精

神
保

健
福

祉
士
・
有

資
格

者
数

 
名

名
名

 
名

エ
 
実

習
指

定
施

設
で

の
現

場
経

験

者
数

 
名

名
名

 
名

オ
 
精

神
保

健
福

祉
士
・
演

習
教

員
講

習
会

受
講

者
数

 
名

名

カ
 
社

会
福

祉
士
・
演

習
科

目
と

の
兼

務
者

数
 

名
名

キ
 
精

神
保

健
福

祉
士
・
実

習
教

員
講

習
会

受
講

者
数

 
 

名
 

名

ク
 
社

会
福

祉
士
・
実

習
科

目
と

の
兼

務
者

数
 

名
 

名
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3 

２
．

精
神

保
健

福
祉

援
助

の
規

定
に

つ
い

て
 

（
１

）
実

習
時

間
（

2
1
0
時

間
以

上
）

に
つ

い
て

 

１
．

短
い

 
 

 
２

．
現

状
で

よ
い

 
 

 
３

．
長

い
 

 （
２

）
２

ヶ
所

以
上

で
の

実
習

の
必

須
に

つ
い

て
 

１
．

２
か

所
以

上
の

ま
ま

が
良

い
 

 
 

 
２

．
１

か
所

以
上

が
良

い
 

 （
３

）
医

療
機

関
に

お
け

る
実

習
の

必
須

に
つ

い
て

 

１
．

必
須

の
ま

ま
が

よ
い

 
 

 
 

 
 

 
２

．
必

須
と

し
な

く
て

よ
い

 

 （
４

）
医

療
機

関
に

お
け

る
実

習
時

間
（

9
0
時

間
以

上
）

に
つ

い
て

 

１
．

短
い

 
 

 
２

．
現

状
で

よ
い

 
 

 
３

．
長

い
 

 （
５

）
実

習
中

の
教

員
の

指
導

体
制

の
実

態
に

つ
い

て
 

１
．

巡
回

指
導

１
回

＋
帰

校
日

指
導

 
 

 
２

．
巡

回
指

導
２

回
＋

帰
校

日
指

導
 

３
．

巡
回

指
導

の
み

 
 

 
 

 
 

 
 

 
４

．
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 Ⅲ
．

講
義

科
目

に
関

す
る

調
査

項
目

 

あ
な

た
の

学
校

・
施

設
に

お
け

る
講

義
科

目
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

担
当
教
員
の
常
勤
・
非
常
勤
は
該
当
す
る
番
号
を
〇
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
教
員
要
件
に
つ
い
て
は
、
別
表
（
科
目
ご

と
の
教
員
要
件
）
の
該
当
す
る
数
字
を
す
べ
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
※
ア
は
該
当
す
る
番
号
を
〇
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

指
定

科
目

名
 

開
講

科
目

名
 

開
講

 

学
年

 

担
当

教
員

 

１
 

常
勤

 
 

 
２
 

非
常

勤
 

教
員

要
件

 

別
表

か
ら

該
当

す
る

数
字

を
記

入
い

ず
れ

か
に

〇
 

１
．

精
神

保
健

福
祉

士
専

門
科

目
の

配
置

に
つ

い
て

 

①
精

神
疾
患

と
そ

の
治

療
 

 
 

１
 
 
２
 

 

 
 

１
 
 
２
 

 

②
精

神
保
健

の
課

題
と

支
援
 

 
 

１
 
 
２
 

 

 
 

１
 
 
２
 

 

③
精

神
保
健

福
祉

相
談

援
助

の
基

盤
（
基

礎
）

 

 
 

１
 
 
２
 

 

※
 
ア

 
社

会
福

祉
士

養
成

課
程

と
の

読
替

免
除

（
 
１

．
有

 
 
 

２
．

無
 
）
 

④
精

神
保
健

福
祉

相
談

援
助

の
基

盤
（
専

門
）

 
 

 
１
 
 
２
 

 

4 

指
定

科
目

名
 

開
講

科
目

名
 

開
講

 

学
年

 

担
当

教
員

 

１
 

常
勤

 
 

 
２
 

非
常

勤
 

教
員

要
件

 

別
表

か
ら

該
当

す
る

数
字

を
記

入
い

ず
れ

か
に

〇
 

⑤
精
神
保
健
福
祉
の
理
論
と

相
談
援
助
の
展
開
 

 
 

１
 
 
２
 

 

 
 

１
 
 
２
 

 

 
 

１
 
 
２
 

 

 
 

１
 
 
２
 

 

⑥
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る

制
度
と
サ
ー
ビ
ス
 

 
 

１
 
 
２
 

 

 
 

１
 
 
２
 

 

⑦
精
神
障
害
者
の
生
活
支
援

シ
ス
テ
ム
 

 
 

１
 
 
２
 

 

２
．
社
会
福
祉
士
と
の
共
通
科
目
の
配
置
に
つ
い
て

 

①
人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
 
 

 
１
 
 
２
 

 

②
心
理
学
理
論
と
心
理
的
支
援
 

 
 

１
 
 
２
 

 

③
社
会
理
論
と
社
会
シ
ス
テ
ム
 

 
 

１
 
 
２
 

 

※
ア
 
上
記
、
３
科
目
選
択
制
（
 
１
．
有
 
 
２
．
無
 
）
 

④
現
代
社
会
と
福
祉
 

 
 

１
 
 
２
 

 

 
 

１
 
 
２
 

 

⑤
地
域
福
祉
の
理
論
と
方
法
 

 
 

１
 
 
２
 

 

 
 

１
 
 
２
 

 

⑥
社
会
保
障
 

 
 

１
 
 
２
 

 

 
 

１
 
 
２
 

 

⑦
低
所
得
者
に
対
す
る
支
援

と
生
活
保
護
制
度
 

 
 

１
 
 
２
 

 

⑧
福
祉
行
財
政
と
福
祉
計
画
 

 
 

１
 
 
２
 

 

⑨
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
 

 
 

１
 
 
２
 

 

⑩
権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制
度
 

 
 

１
 
 
２
 

 

⑪
障

害
者

に
対

す
る

支
援

と

障
害
者
自
立
支
援
制
度
 

 
 

１
 
 
２
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5 

３
．
精
神
保
健
福
祉
士
養
成
課
程
に
お
け
る
教
育
内
容
等
（
各
科
目
の
ね
ら
い
（
目
標
）
）
に
つ
い
て
（
評
価
）
 

現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
精
神
保
健
福
祉
士
養
成
課
程
に
お
け
る
教
育
内
容
等
に
つ
い
て
、
科
目
ご
と
の
ね
ら
い
（
目

標
）
の
Ａ
：
重
要
度
（
養
成
課
程
で
学
ん
で
お
く
べ
き
重
要
性
）
や
、
Ｂ
：
見
直
し
の
必
要
性
（
現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
評
価
や
見
直
し
の
必
要
性
な
ど
）
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
１
～
４
の
う
ち
最

も
当
て
は
ま
る
も
の
１
つ
を
選
ん
で
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
各
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
の
ご
意
見
や
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 ※
以

下
の

科
目

お
よ

び
「

ね
ら

い
（

目
標

）
」
に

つ
い

て
は

、「
精

神
保

健
福

祉
士

養
成

施
設

等
の

設
置

及
び

運
営

に
係

る
指

針
に

つ
い

て
」（

平

成
2
3
年

8
月

5
日

付
障

発
0
8
0
5
第

3
号

厚
生

労
働

省
社

会
・
援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

長
通

知
を

参
考
・
引

用
し

て
い

ま
す

。
回

答
の

際

は
、

以
下

の
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

 

 
参

照
：
「

精
神
保

健
福

祉
士

養
成

施
設

等
の

設
置

及
び

運
営

に
係

る
指

針
に

つ
い

て
」
（

厚
生

労
働

省
H
P
）

ht
tp
s:
//
w
ww
.m
hl
w.
go
.j
p
/f
il
e/
06
-S
ei
s
ak
uj
ou
ho
u-
12
2
00
00
0-
Sh
ak
ai
e
ng
ok
yo
ku
sh
ou
g
ai
ho
ke
nf
uk
us
h
ib
u/
00
00
11
65
5
1.
pd
f
 

 
Ａ

：重
要

度
 

当
て

は
ま

る
も

の
１
つ

に
〇

 

 
Ｂ

：見
直

し
の

必
要

性
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

１

 

重 要 で あ る

 

２

 

や や 重 要 で あ る

 

３

 

あ ま り 重 要 で な い

 

４

 

重 要 で な い

 

１

 

見 直 す 必 要 な し

 

２

 

主 に 内 容 の 追 加 が 必 要

３

 

主 に 内 容 の 変 更 が 必 要

４

 

他 科 目 で 対 応 す べ き

（
１

）
精

神
疾

患
と

そ
の

治
療

 

①
 

代
表
的
な
精
神
疾
患
に
つ
い
て
、
成
因
、
症
状
、
診
断
法
、
治
療
法
、

経
過
、
本
人
や
家
族
へ
の
支
援
と
い
っ
た
観
点
か
ら
理
解
す
る
 

１
２

３
４

 
 

１
 

２
３

４

②
 

精
神

科
病
院

等
に

お
け
る

専
門
治

療
の

内
容

及
び

特
性

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

③
 

精
神

保
健
福

祉
士

が
、

精
神

科
チ

ー
ム

医
療

の
一

員
と

し
て

関
わ

る
際

に
担
う

べ
き

役
割

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

精
神

医
療
・

福
祉

と
の

連
携

の
重

要
性

と
精

神
保

健
福

祉
士

が
そ

の
際

に
担
う

べ
き

役
割

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

⑤
 

本
科
目

の
内

容
に

つ
い

て
見

直
し

の
ご

意
見

や
具

体
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 （
２

）
精

神
保

健
の

課
題

と
支

援
 

①
 

精
神

の
健

康
に

つ
い

て
の

基
本

的
考

え
方

と
精

神
保

健
学

の
役

割
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
 

１
 

２
３

４

②
 

現
代

社
会

に
お

け
る

精
神

保
健

の
諸

課
題

と
、
精

神
保

健
の

実
際

及
び
精

神
保

健
福

祉
士

の
役

割
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

③
 

精
神

保
健

を
維

持
、

増
進

す
る

た
め

に
機

能
し

て
い

る
、

専
門

機
関

や
関

係
職

種
の

役
割

と
連

携
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

国
際

連
合

の
精

神
保

健
活

動
や

他
の

国
々

に
お

け
る

精
神

保
健

の
現

状
と

対
策

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
１

２
３

４
 

１
 

２
３

４

⑤
 

本
科
目

の
内

容
に

つ
い

て
見

直
し

の
ご

意
見

や
具

体
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 （
３

）
精

神
保

健
福

祉
相

談
援

助
の

基
盤

(
基

礎
)
 

①
 

精
神

保
健
福

祉
士

の
役

割
と

意
義

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
 

１
 

２
３

４

6 

 
Ａ

：
重

要
度

 
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

 
Ｂ

：見
直

し
の

必
要

性
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

１

 

重 要 で あ る

 

２

 

や や 重 要 で あ る

 

３

 

あ ま り 重 要 で な い

 

４

 

重 要 で な い

 

１

 

見 直 す 必 要 な し
 

２

 

主 に 内 容 の 追 加 が 必 要

 

３

 

主 に 内 容 の 変 更 が 必 要

 

４

 
他 科 目 で 対 応 す べ き

 

②
 

社
会
福
祉
士
の
役
割
と
意
義
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

相
談
援
助
の
概
念
と
範
囲
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

相
談
援
助
の
理
念
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 
本
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
の
ご
意
見
や
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 （
４

）
精

神
保

健
福

祉
相

談
援

助
の

基
盤

(
専

門
)
 

①
 

精
神
保
健
福
祉
士
が
行

う
相

談
援

助
の

対
象

と
相

談
援

助
の

概
要

に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

②
 

精
神

障
害

者
の

相
談

援
助

に
係

る
専

門
職

の
概

念
と

範
囲

に
つ

い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

精
神

障
害

者
の

相
談

援
助

に
お

け
る

権
利

擁
護

の
意

義
と

範
囲

に
つ
い
て
理
解
す
る
 
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

精
神

保
健

福
祉

活
動

に
お

け
る

総
合

的
か

つ
包

括
的

な
援

助
と

多
職
種
連
携
の
意
義
と
内
容
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 
本
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
の
ご
意
見
や
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 （
５

）
精

神
保

健
福

祉
の

理
論

と
相

談
援

助
の

展
開

 

①
 

精
神

医
療

の
特

性
と

、
精

神
障

害
者

に
対

す
る

支
援

の
基

本
的

考
え
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

②
 

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
と
構
成
及
び
チ

ー
ム

医
療

の
一
員
と
し
て
の
精
神
保
健
福
祉
士
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

③
 

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
と
精

神
保

健
福

祉
士

が
行
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
と
技
術
及
び
活

用
の

方
法

に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

精
神

障
害

者
を

対
象

と
し

た
相

談
援

助
技

術
の

展
開

に
つ

い
て

理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 

精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
支
援
及
び
医
療
機
関
と
地
域
の
連
携
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
支
援
体
制
の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑥
 

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
の
実
態
と
こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
及
び
地

域
相

談
援

助
に

お
け

る
基

本
的

な
考

え
方

に
つ

い
て

理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑦
 

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
成
と
社
会
資
源
の
活
用
及
び
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４
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7 

 
Ａ

：重
要

度
 

当
て

は
ま

る
も

の
１
つ

に
〇

 

 
Ｂ

：見
直

し
の

必
要

性
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

１

 

重 要 で あ る

 

２

 

や や 重 要 で あ る

 

３

 

あ ま り 重 要 で な い

 

４

 

重 要 で な い

 

１

 

見 直 す 必 要 な し

 

２

 

主 に 内 容 の 追 加 が 必 要

 

３

 

主 に 内 容 の 変 更 が 必 要

 

４

 

他 科 目 で 対 応 す べ き

 

⑧
 

地
域

生
活

を
支

援
す

る
保

健
・

医
療

・
福

祉
等

の
包

括
的

な
支

援
の
意
義
と
展
開
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑨
 
本
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
の
ご
意
見
や
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 （
６

）
精

神
保

健
福

祉
に

関
す

る
制

度
と

サ
ー

ビ
ス

 

①
 

精
神

障
害

者
の

相
談

援
助

活
動

と
法

(
精

神
保

健
福

祉
法

)
と

の
関

わ
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

②
 

精
神
障
害
者
の
支
援
に
関
連
す
る
制
度
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
知

識
と
支
援
内
容
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

精
神

障
害

者
の

支
援

に
お

い
て

係
わ

る
施

設
、

団
体

、
関

連
機

関
等
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

更
生
保
護
制
度
と
医
療
観
察
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 

社
会

資
源

の
調

整
・

開
発

に
係

わ
る

社
会

調
査

の
概

要
と

活
用

に
つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
を
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑥
 
本
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
の
ご
意
見
や
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 （
７

）
精

神
障

害
者

の
生

活
支

援
シ

ス
テ

ム
 

①
 

精
神
障
害
者
の
生
活
支
援
の
意
義
と
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

②
 

精
神

障
害

者
の

居
住

支
援

に
関

す
る

制
度

・
施

策
と

相
談

援
助

活
動
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
及
び
精

神
障

害
者

の
就

労
支

援
に
関
す
る
制
度
・
施
策
と
相
談
 
援
助
活
動
に
つ
い
て
理
解
す
る

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

行
政

機
関

に
お

け
る

精
神

保
健

福
祉

士
の

相
談

援
助

活
動

に
つ

い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 
本
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
の
ご
意
見
や
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 （
８

）
人

体
の

構
造

と
機

能
及

び
疾

病
 

①
 

心
理
機
能
と
身
体
構
造
及
び
様
々
な
疾
病
や
障
害
の
概
要
に
つ
い
て
、

人
の
成
長
・
発
達
や
日
常
生
活
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

8 

 
Ａ

：
重

要
度

 
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

 
Ｂ

：見
直

し
の

必
要

性
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

１

 

重 要 で あ る

 

２

 

や や 重 要 で あ る

 

３

 

あ ま り 重 要 で な い

 

４

 

重 要 で な い

 

１

 

見 直 す 必 要 な し
 

２

 

主 に 内 容 の 追 加 が 必 要

 

３

 

主 に 内 容 の 変 更 が 必 要

 

４

 
他 科 目 で 対 応 す べ き

 

②
 

国
際

生
活

機
能

分
類

(I
CF

)
の

基
本

的
考

え
方

と
概

要
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

③
 

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
概

要
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

本
科
目

の
内

容
に

つ
い

て
見

直
し

の
ご

意
見

や
具

体
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 （
９

）
心

理
学

理
論

と
心

理
的

支
援

 

①
 

心
理

学
理

論
に

よ
る

人
の

理
解

と
そ

の
技

法
の

基
礎

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
 

１
 

２
３

４

②
 

人
の

成
長
・

発
達

と
心

理
と

の
関

係
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

③
 

日
常

生
活
と

心
の

健
康

と
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

心
理

的
支
援

の
方

法
と

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
１

２
３

４
 

１
 

２
３

４

⑤
 

本
科
目

の
内

容
に

つ
い

て
見

直
し

の
ご

意
見

や
具

体
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 （
1
0
）

社
会

理
論

と
社

会
シ

ス
テ

ム
 

①
 

社
会

理
論
に

よ
る

現
代

社
会

の
捉

え
方

を
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
 

１
 

２
３

４

②
 

生
活

に
つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

③
 

人
と

社
会
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

社
会

問
題
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

⑤
 

本
科
目

の
内

容
に

つ
い

て
見

直
し

の
ご

意
見

や
具

体
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 （
1
1
）

現
代

社
会

と
福

祉
 

①
 

現
代

社
会

に
お

け
る

福
祉

制
度

の
意

義
や

理
念

、
福

祉
政

策
と

の
関

係
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
 

１
 

２
３

４
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9 

 
Ａ

：
重

要
度

 
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

 
Ｂ

：見
直

し
の

必
要

性
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

１

 

重 要 で あ る

 

２

 

や や 重 要 で あ る

 

３

 

あ ま り 重 要 で な い

 

４

 

重 要 で な い

 

１

 

見 直 す 必 要 な し

 

２

 

主 に 内 容 の 追 加 が 必 要

 

３

 

主 に 内 容 の 変 更 が 必 要

 

４

 

他 科 目 で 対 応 す べ き

 

②
 

福
祉
の
原
理
を
め
ぐ
る
理
論
と
哲
学
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

福
祉
政
策
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
と
資
源
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

福
祉
政
策
の
課
題
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 

福
祉
政
策
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑥
 

福
祉
政
策
と
関
連
政
策
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑦
 

相
談
援
助
活
動
と
福
祉
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑧
 
本
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
の
ご
意
見
や
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 （
1
2
）

地
域

福
祉

の
理

論
と

方
法

 
 

①
 

地
域
福
祉
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

②
 

地
域
福
祉
の
主
体
と
対
象
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

地
域
福
祉
に
係
わ
る
組
織
、
団
体
及
び
専

門
職

の
役

割
と

実
際

に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

地
域
福
祉
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
意
義
と
方
法
及
び
そ

の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 

地
域
福
祉
の
推
進
方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑥
 
本
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
の
ご
意
見
や
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 （
1
3
）

社
会

保
障

 

①
 

現
代
社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
課
題
に
つ
い
て
理
解
す
る

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

②
 

社
会
保
障
の
概
念
や
対
象
及
び
そ
の
理

念
等

に
つ

い
て

、
そ

の
発

達
過
程
も
含
め
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

公
的
保
険
制
度
と
民
間
保
険
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

社
会
保
障
制
度
の
体
系
と
概
要
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 

年
金

保
険
制
度
及
び
医

療
保

険
制

度
の

具
体

的
内

容
に

つ
い

て
理

解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

1
0 

 
Ａ

：重
要

度
 

当
て

は
ま

る
も

の
１
つ

に
〇

 

 
Ｂ

：見
直

し
の

必
要

性
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

１

 

重 要 で あ る

 

２

 

や や 重 要 で あ る

 

３

 

あ ま り 重 要 で な い

 

４

 

重 要 で な い

 

１

 

見 直 す 必 要 な し
 

２

 

主 に 内 容 の 追 加 が 必 要

 

３

 

主 に 内 容 の 変 更 が 必 要

 

４

 
他 科 目 で 対 応 す べ き

 

⑥
 

諸
外

国
に
お

け
る

社
会

保
障

制
度

の
概

要
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

⑦
 

本
科
目

の
内

容
に

つ
い

て
見

直
し

の
ご

意
見

や
具

体
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 （
1
4
）

低
所

得
者

に
対

す
る

支
援

と
生

活
保

護
制

度
 

①
 

低
所

得
階

層
の

生
活

実
態

と
こ

れ
を

取
り

巻
く

社
会

情
勢

、
福

祉
需

要
と

そ
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
 

１
 

２
３

４

②
 

相
談

援
助

活
動

に
お

い
て

必
要

と
な

る
生

活
保

護
制

度
や

生
活

保
護

制
度

に
係

る
他

の
法

制
度

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
１

２
３

４
 

１
 

２
３

４

③
 

自
立

支
援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
意

義
と

そ
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

本
科
目

の
内

容
に

つ
い

て
見

直
し

の
ご

意
見

や
具

体
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 （
1
5
）

福
祉

行
財

政
と

福
祉

計
画

 

①
 

福
祉

の
行
財

政
の

実
施

体
制

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
１

２
３

４
 

 
１

 
２

３
４

②
 

福
祉

行
財
政

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

③
 

福
祉

計
画

の
意

義
や

目
的

、
主

体
、

方
法

、
留

意
点

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

④
 

本
科
目

の
内

容
に

つ
い

て
見

直
し

の
ご

意
見

や
具

体
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 （
1
6
）

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

 

①
 

相
談

援
助

活
動

に
お

い
て

必
要

と
な

る
医

療
保

険
制

度
や

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
１

２
３

４
 

 
１

 
２

３
４

②
 

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

専
門

職
の

役
割

と
実

際
、

多
職

種
協

働
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

１
２

３
４

 
１

 
２

３
４

③
 

本
科
目

の
内

容
に

つ
い

て
見

直
し

の
ご

意
見

や
具

体
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 （
1
7
）

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
制

度
 

①
 

相
談

援
助
活

動
と

法
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

理
解

す
る
 

１
２

３
４

 
 

１
 

２
３

４
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1
1 

 
Ａ

：
重

要
度

 
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

 
Ｂ

：見
直

し
の

必
要

性
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
〇

 

１

 

重 要 で あ る

 

２

 

や や 重 要 で あ る

 

３

 

あ ま り 重 要 で な い

 

４

 

重 要 で な い

 

１

 

見 直 す 必 要 な し

 

２

 

主 に 内 容 の 追 加 が 必 要

 

３

 

主 に 内 容 の 変 更 が 必 要

 

４

 

他 科 目 で 対 応 す べ き

 

②
 

相
談

援
助

活
動

に
お

い
て

必
要

と
な

る
成

年
後

見
制

度
に

つ
い

て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

成
年
後
見
制
度
の
実
際
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 

社
会
的
排
除
や
虐
待
な
ど
の
権
利
侵
害
や
認
知
症
な
ど
の
日

常
生

活
上
の
支
援
が
必

要
な

者
に

対
す

る
権

利
擁

護
活

動
の

実
際

に
つ

い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

⑤
 
本
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
の
ご
意
見
や
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 （
1
8
）

障
害

者
に

対
す

る
支

援
と

障
害

者
自

立
支

援
制

度
 

①
 

障
害

者
の

生
活

実
態

と
こ

れ
を

取
り

巻
く

社
会

情
勢

や
福

祉
・

介
護
需
要
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

 
１
 

２
３

４

②
 

障
害
者
福
祉
制
度
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

③
 

相
談
援
助
活
動
に
お
い
て
必
要
と
な
る
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会

生
活

を
総

合
的

に
支

援
す

る
た

め
の

法
律

や
障

害
者

の
福

祉
・
介
護
に
係
る
他
の
法
制
度
に
つ
い
て
理
解
す
る
 

１
２

３
４
 

１
 

２
３

４

④
 
本
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し
の
ご
意
見
や
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 

 ４
．

社
会

福
祉

士
専

門
科

目
に

つ
い

て
 

 
下

記
の

社
会

福
祉

士
の

専
門

科
目

に
つ

い
て

、
精

神
保

健
福

祉
士
養
成
課
程
で
も
学
習
す
る
必
要
性
の
高
い
も
の
２

つ

を
選

び
、

優
先

順
位

（
１

、
２

）
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 
科

目
 

順
位

 

①
 

社
会
調
査
の
基
礎
 

 

②
 

相
談
援
助
の
基
盤
と
専
門
職
 

 

③
 

相
談
援
助
の
理
論
と
方
法
 

 

④
 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営
 

 

⑤
 

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
と
介
護
保
険
制
度
 

 

⑥
 

児
童
や
家
庭
に
対
す
る
支
援
と
児
童
・
家
庭
福
祉
制
度
 

 

⑦
 

就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
 

 

⑧
 

更
生
保
護
制
度
 

 

1
2 

Ⅳ
．

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
に

関
す

る
質

問
 

 
精

神
保

健
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

（
価

値
・

理
念

、
視

点
、

知
識

）
に

つ
い

て
、
「

あ
な

た

の
学

校
・
施

設
に

お
い

て
ど

の
く

ら
い

教
示

で
き

て
い

る
か

」
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。
そ

れ
ぞ

れ
の

項
目

に
つ

い
て

、
１

～
４

の
う

ち
最

も
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

を
選

ん
で

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。
 

１

 

十 分 教 示 で き て い る

 

２

 

教 示 で き て い る

 

３

 

あ ま り 教 示 で き て い な い

 

４

 

教 示 で き て い な い

 

項 目 番 号

 

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
（
価

値
・
理

念
、

視
点

、
知

識
）
 

１
．

求
め

ら
れ

る
価

値
・

理
念

 

①
 

個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
基
盤
と
す
る
 

１
 
２

３
４

②
 

人
々
の
精
神
保
健
福
祉
の
向
上
（
w
e
l
l
-
b
e
i
n
g
）
を
目
指
す
 

１
 
２

３
４

③
 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
自
己
決
定
・
自
己
実
現
を
保
障
す
る
 

１
 
２

３
４

④
 

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
行
う
 

１
 
２

３
４

⑤
 

精
神
障
害
者
の
社
会
的
復
権
・
権
利
擁
護
と
福
祉
の
た
め
の
活
動
を
行
う
 

１
 
２

３
４

⑥
 

共
生
社
会
の
実
現
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
に
向
け
た
活
動
を
行
う
 

１
 
２

３
４

２
．

求
め

ら
れ

る
視

点
 

①
 

ミ
ク

ロ
・

メ
ゾ
・

マ
ク
ロ

（
個
人

・
集
団

・
組
織

・
地
域

・
社
会

）
の
連

続
性
を

踏
ま
え

た
包
括

的
な
視
点
を
持
つ
 

１
 
２

３
４

②
 

人
と
環
境
の
相
互
作
用
の
視
点
か
ら
現
象
を
捉
え
る
 

１
 
２

３
４

③
 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
「
生
活
者
」
と
し
て
捉
え
る
 

１
 
２

３
４

④
 

地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
視
点
を
持
つ
 

１
 
２

３
４

⑤
 

個
人
・
集
団
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
個
別
化
の
視
点
を
持
つ
 

１
 
２

３
４

⑥
 

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
視
点
を
持
つ
：
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
主
体
性
を
回
復
・
尊
重
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
 
１
 
２

３
４

⑦
 

ス
ト

レ
ン

グ
ス
の

視
点
を

持
つ
：

ク
ラ
イ

エ
ン
ト

や
環
境

の
「
強

み
」
に

焦
点
を

当
て
、

最
大
限

に
活
か
す
。
「
希
望
」
を
重
視
し
、
そ
れ
に
向
か
う
力
や
周
囲
の
力
を
資
源
と
し
て
支
援
す
る
 

１
 
２

３
４

⑧
 

リ
カ

バ
リ

ー
の
視

点
を
持

つ
：
そ

の
人
ら

し
い
生

活
を
再

構
築
し

、
新
た

な
人
生

の
意
味

や
目
的

を
見
出
す
過
程
に
寄
り
添
う
 

１
 
２

３
４

⑨
 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
す
る
：
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
の
協
働
を
支
援
の
基
本
に
お
く
 

１
 
２

３
４

３
．

求
め

ら
れ

る
知

識
 

①
 

個
人
の
全
体
性
と
「
人
と
環
境
の
相
互
作
用
」
を
重
視
し
た
人
間
の
発
達
と
行
動
 

１
 
２

３
４

②
 

他
者
や
外
部
の
資
源
か
ら
援
助
を
受
け
る
、
ま
た
は
与
え
る
際
の
心
理
 

１
 
２

３
４

③
 

人
間
相
互
の
意
思
伝
達
の
仕
方
、
感
情
を
表
現
す
る
仕
方
 

１
 
２

３
４

④
 

集
団
過
程
、
集
団
が
個
人
に
及
ぼ
す
影
響
と
個
人
が
集
団
に
及
ぼ
す
影
響
 

１
 
２

３
４

⑤
 

あ
る

社
会

が
有
す

る
精
神

的
価
値

・
法
律

・
社
会

制
度
・

文
化
が

個
人
や

集
団
、

地
域
社

会
に
対

し
て
持
つ
意
味
と
影
響
 

１
 
２

３
４

⑥
 

個
人
間
・
個
人
と
集
団
・
集
団
間
の
関
係
、
相
互
作
用
過
程
 

１
 
２

３
４

⑦
 

地
域
社
会
の
発
展
と
変
化
の
仕
方
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
資
源
 

１
 
２

３
４

⑧
 

社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
組
織
、
方
法
 

１
 
２

３
４

⑨
 

専
門
職
と
し
て
の
精
神
保
健
福
祉
士
自
身
の
情
緒
と
態
度
の
気
づ
き
 

１
 
２

３
４

 Ⅴ
．
精
神
保
健
福
祉
士
の
養
成
課
程
・
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
ご
意
見
等
あ
れ
ば
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

  
以

上
で
調

査
は

終
了
で

す
。

返
信
用

封
筒

に
入
れ

て
２

月
1
5
日

（
金

）
ま

で
に
投

函
し
て

く
だ

さ
い
。
 

ご
協
力
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
 



 

230 

（３）質的調査 インタビューガイド  

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
実

施
に

あ
た

っ
て

 

 

公
益

社
団

法
人

日
本

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
 

 

こ
の

度
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

し
た

グ
ル

ー
プ

イ
ン
タ

ビ
ュ

ー
に

つ
き

ま
し

て
は

、
厚

生
労

働
省

の
平

成
３

０
年

度
障

害
者

総
合

福
祉

推
進

事
業

「
精

神
障
害

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の

構
築

及
び

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た
精

神
保

健
福
祉

士
の

役
割

の
明

確
化

と
養

成
・

人
材

育
成

の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

」
の

一
環

と
し

て
、

実
施

さ
せ

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

 

以
下

、
詳

細
を

ご
案

内
申

し
あ

げ
ま

す
。

 

 １
．

調
査

目
的

 

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

課
程

に
お

け
る

教
育

内
容

に
つ
い

て
は

、
平

成
２

４
年

４
月

に
改

正
カ

リ

キ
ュ

ラ
ム

等
が

施
行

さ
れ

ま
し

た
が

、
そ

の
後

、
精

神
保
健

福
祉

士
を

取
り

巻
く

環
境

は
大

き
く

変
化

し
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
状

況
の

変
化

や
新

た
な

社
会
の

要
請

に
対

応
す

る
た

め
、

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

教
育

の
在

り
方

、
卒

後
及

び
継

続
教

育
の

在
り
方

、
そ

し
て

資
質

向
上

の
在

り
方

に
関

す
る

調
査

研
究

を
行

い
、

厚
生

労
働

省
に

設
置

予
定

で
あ

る
「
精

神
保

健
福

祉
士

の
養

成
の

あ
り

方
等

に
関

す
る

検
討

会
」
（

以
下

「
検

討
会

」
と

い
う

。
）

に
お

け
る

検
討

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

本
事

業

を
実

施
し

ま
す

。
 

本
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
は

、
現

場
実

践
の

経
験

が
豊
富

な
精

神
保

健
福

祉
士

の
立

場
か

ら
、

精

神
保

健
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
て

い
る

役
割

を
明

確
に

す
る
と

と
も

に
、

卒
後

・
継

続
教

育
に

お
い

て
、

資
質

向
上

の
た

め
に

身
に

つ
け

る
べ

き
知

識
・

技
能

や
研
鑽

方
法

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
し

ま
す

。
 

 ２
．

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
構

成
 

１
グ

ル
ー

プ
５

名
で

構
成

、
1
2
0
分

以
内

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

し
ま

す
。

 

 ３
．

倫
理

的
配

慮
 

参
加

さ
れ

た
皆

様
の

ご
発

言
は

録
音

を
さ

せ
て

い
た

だ
き
ま

す
が

、
発

言
者

が
特

定
さ

れ
る

よ
う

な

使
用

や
公

表
を

す
る

こ
と

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
本
事

業
の

以
外

の
目

的
に

使
用

す
る

こ
と

も
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

 

 ４
．

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ガ
イ

ド
 

下
記

の
質

問
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

お
話

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

日
ご

ろ
お

感
じ

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
率

直
に

お
話

い
た

だ
い

て
結

構
で

す
。

 

 １
）

自
己

紹
介

 

精
神

保
健

福
祉

士
と

し
て

の
経

験
年

数
、

現
在

の
職

場
で

の
役

割
・

業
務

内
容

、
こ

れ
ま

で
の

精

神
健

福
祉

士
と

し
て

の
経

歴
（

職
歴

等
）

 

 

現
任

精
神

保
健

福
祉

士
対

象
 

２
）

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
プ

ロ
セ

ス
に

伴
う

業
務

・
役

割
の

変
化

 

精
神

保
健

福
祉

士
と

し
て

経
験

（
年

数
・

力
量

）
を

積
み

重
ね

て
き

た
な

か
で

、
精

神
保

健
福

祉

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

や
ご

自
身

の
立

場
の

変
化
（

新
人

、
中

堅
、
指

導
者

/
管

理
者

な
ど

）
に

伴

う
業

務
内

容
や

役
割

の
変

化
に

つ
い

て
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

 

３
）

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
お

い
て

必
要

な
知

識
、

技
術

・
技

能
 

２
）

の
変

化
に

対
応

し
て

、
新

た
に

必
要

と
な

り
習

得
し

た
知

識
や

技
術

・
技

能
に

つ
い

て
お

聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

 ４
）

資
質

向
上

の
た

め
の

研
鑽

方
法

や
内

容
 

３
）

の
知

識
や

技
術

・
技

能
を

習
得

す
る

た
め

に
行

っ
て

い
る

/
必

要
だ

と
思

わ
れ

る
研

鑽
方

法

や
そ

の
内

容
に

つ
い

て
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

 ５
）

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
 

現
在

の
精

神
保

健
医

療
福

祉
の

状
況

に
お

い
て

、
精

神
保

健
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
て

い
る

役
割

に

つ
い

て
、

ご
自

身
の

お
考

え
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

 ５
．

そ
の

他
 

調
査

内
容

、
条

件
等

に
関

し
ま

し
て

ご
了

承
い

た
だ

け
ま

し
た

ら
、
お

手
数

で
す

が
別

紙
「

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

に
係

る
承

諾
書

」
に

ご
署

名
ご

捺
印
の

う
え

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
実

施
当

日
ご

持

参
く

だ
さ

る
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
実

施
に

あ
た

っ
て

 

 

公
益

社
団

法
人

日
本

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
 

 

こ
の

度
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

し
た

グ
ル

ー
プ

イ
ン
タ

ビ
ュ

ー
に

つ
き

ま
し

て
は

、
厚

生
労

働
省

の
平

成
３

０
年

度
障

害
者

総
合

福
祉

推
進

事
業

「
精

神
障
害

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の

構
築

及
び

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た
精

神
保

健
福
祉

士
の

役
割

の
明

確
化

と
養

成
・

人
材

育
成

の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

」
の

一
環

と
し

て
、

実
施

さ
せ

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

 

以
下

、
詳

細
を

ご
案

内
申

し
あ

げ
ま

す
。

 

 １
．

調
査

目
的

 

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

課
程

に
お

け
る

教
育

内
容

に
つ
い

て
は

、
平

成
２

４
年

４
月

に
改

正
カ

リ

キ
ュ

ラ
ム

等
が

施
行

さ
れ

ま
し

た
が

、
そ

の
後

、
精

神
保
健

福
祉

士
を

取
り

巻
く

環
境

は
大

き
く

変
化

し
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
状

況
の

変
化

や
新

た
な

社
会
の

要
請

に
対

応
す

る
た

め
、

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

教
育

の
在

り
方

、
卒

後
及

び
継

続
教

育
の

在
り
方

、
そ

し
て

資
質

向
上

の
在

り
方

に
関

す
る

調
査

研
究

を
行

い
、

厚
生

労
働

省
に

設
置

予
定

で
あ

る
「
精

神
保

健
福

祉
士

の
養

成
の

あ
り

方
等

に
関

す
る

検
討

会
」
（

以
下

「
検

討
会

」
と

い
う

。
）

に
お

け
る

検
討

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

本
事

業

を
実

施
し

ま
す

。
 

本
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
は

、
実

習
指

導
者

の
立

場
か
ら

、
現

在
の

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

の

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
、

現
場

実
践

の
経

験
が
豊

富
な

精
神

保
健

福
祉

士
の

立
場

か
ら

、
新

卒
者

が
精

神
保

健
福

祉
士

と
し

て
現

場
に

出
る

時
点

で
、
養

成
課

程
に

お
い

て
身

に
つ

け
て

い
て

ほ
し

い
知

識
・

技
能

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
し

ま
す

。
 

 ２
．

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
構

成
 

５
～

６
名

×
３

グ
ル

ー
プ

を
実

施
し

、
１

グ
ル

ー
プ

1
2
0
分

以
内

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

し
ま

す
。

 

 ３
．

倫
理

的
配

慮
 

参
加

さ
れ

た
皆

様
の

ご
発

言
は

録
音

を
さ

せ
て

い
た

だ
き
ま

す
が

、
発

言
者

が
特

定
さ

れ
る

よ
う

な

使
用

や
公

表
を

す
る

こ
と

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
本
事

業
の

以
外

の
目

的
に

使
用

す
る

こ
と

も
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

 

 ４
．

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ガ
イ

ド
 

下
記

の
質

問
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

お
話

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

日
ご

ろ
お

感
じ

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
率

直
に

お
話

い
た

だ
い

て
結

構
で

す
。

 

 １
）

自
己

紹
介

；
実

習
指

導
者

の
経

歴
（

指
導

、
受

け
入

れ
体

制
）

 

２
）

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

の
現

状
に

お
け

る
課

題
 

 
 

こ
れ

ま
で

の
実

習
指

導
者

と
し

て
の

経
験

を
踏

ま
え

て
、

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

に
関

し
て

課

題
と

し
て

感
じ

る
事

柄
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
り

ま
す

か
 

実
習

指
導

者
対

象
 

３
）

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

課
程

に
望

む
こ

と
 

現
状

に
お

い
て

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

校
（

養
成

課
程

）
に

望
む

事
柄

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が

あ
り

ま
す

か
 

４
）

学
生

に
身

に
つ

け
て

ほ
し

い
こ

と
 

現
在

の
学

生
を

見
て

い
て

、
実

習
生

と
し

て
、

ま
た

こ
れ

か
ら

現
場

に
出

る
も

と
し

て
足

り
な

い
と

感
じ

て
い

る
こ

と
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
り

ま
す

か
、

ま
た

、
養

成
課

程
に

お
い

て
身

に

つ
け

て
ほ

し
い

知
識

・
技

能
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
り

ま
す

か
 

５
）

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
 

現
在

の
精

神
保

健
医

療
福

祉
の

状
況

に
お

い
て

、
精

神
保

健
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
て

い
る

役
割

に
つ

い
て

、
ご

自
身

の
お

考
え

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

 ５
．

そ
の

他
 

調
査

内
容

、
条

件
等

に
関

し
ま

し
て

ご
了

承
い

た
だ

け
ま

し
た

ら
、
お

手
数

で
す

が
別

紙
「

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

に
係

る
承

諾
書

」
に

ご
署

名
ご

捺
印
の

う
え

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
実

施
当

日
ご

持

参
く

だ
さ

る
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
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（
１

）
フ

ォ
ー

カ
ス

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

一
般

的
な

フ
ォ

ー
カ

ス
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

実
施

し
、

コ
ン

セ
プ

ト
に

関
し

て
の

質
的

 

情
報

を
収

集
し

ま
す

。
 

（
２

）
対

象
者

の
選

出
 

各
職

種
の

職
能

団
体

等
か

ら
ご

推
薦

を
い

た
だ

き
ま

す
 

（
３

）
実

施
場

所
 

 
ビ

ジ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
東

京
駅

前
 

7
0
6
 

［
所

在
地

］
東

京
都

中
央

区
八

重
洲

1
-
8
-
1
7
 

新
槇

町
ビ

ル
７

Ｆ
 

（
４

）
実

施
日

時
 

グ
ル

ー
プ

Ａ
 

２
０

１
９

年
 

２
月

 
５

日
（

火
）

1
8
：

3
0
～

2
0
：

3
0
 

グ
ル

ー
プ

Ｂ
 

２
０

１
９

年
 

２
月

１
２

日
（

火
）

1
9
：

0
0
～

2
1
：

0
0
 

 ５
．

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ガ
イ

ド
 

下
記

の
質

問
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

お
話

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

日
ご

ろ
お

感
じ

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
率

直
に

お
話

い
た

だ
い

て
結

構
で

す
。

 

 

１
）
現

状
に

お
い

て
精

神
保

健
福

祉
士

に
求

め
る

役
割
（

理
念

や
価

値
、
視

点
、
機

能
、
知

識
や

技
能

）
 

こ
れ

ま
で

の
精

神
保

健
福

祉
士

と
仕

事
を

さ
れ

て
き

た
体

験
を

踏
ま

え
て

、
精

神
保

健
福

祉
士

に
は

ど
の

よ
う

な
役

割
・

機
能

等
を

期
待

し
ま

す
か

 

 
２

）
求

め
る

役
割

・
機

能
を

遂
行

す
る

た
め

に
養

成
課

程
に

お
い

て
習

得
し

て
お

く
べ

き
内

容
 

精
神

保
健

福
祉

士
に

期
待

さ
れ

る
役

割
・

機
能

の
遂

行
の

た
め

に
は

、
養

成
課

程
に

お
い

て
、
 

ど
の

よ
う

な
内

容
を

習
得

し
て

お
く

べ
き

で
し

ょ
う

か
 

３
）

精
神

保
健

福
祉

士
が

連
携

・
協

働
し

て
い

く
う

え
で

の
課

題
 

他
職

種
の

方
と

連
携

・
協

働
し

て
い

く
に

あ
た

り
、

精
神

保
健

福
祉

士
に

と
っ

て
課

題
と

思
わ

 

れ
る

事
柄

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が
あ

り
ま

す
か

 

 ６
．

そ
の

他
 

調
査

内
容

、
条

件
等

に
関

し
ま

し
て

ご
了

承
い

た
だ

け
ま

し
た

ら
、
お

手
数

で
す

が
別

紙
「

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

に
係

る
承

諾
書

」
に

ご
署

名
ご

捺
印
の

う
え

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
実

施
当

日
ご

持

参
く

だ
さ

る
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

  
 

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
実

施
に

あ
た

っ
て

 
 

公
益

社
団

法
人

日
本

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
 

 こ
の

度
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

し
た

「
精

神
保

健
医
療

福
祉

の
関

係
職

種
を

対
象

と
し

た
精

神
保

健
福

祉
士

と
の

連
携

の
在

り
方

に
係

る
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て
は

、
厚

生
労

働
省

の

国
庫

補
助

事
業

で
あ

る
平

成
３

０
年

度
障

害
者

総
合

福
祉
推

進
事

業
「

精
神

障
害

に
も

対
応

し
た

ケ
ア

シ

ス
テ

ム
の

構
築

及
び

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た
精
神

保
健

福
祉

士
の

役
割

の
明

確
化

と
養

成
・

人

材
育

成
の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

」
の

一
環

と
し

て
、

実
施

さ
せ

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

 

以
下

、
詳

細
を

ご
案

内
申

し
あ

げ
ま

す
。

 

 １
．

調
査

目
的

 

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
や

機
能

の
拡

充
に

伴
い

、
現

行
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

内
容
（

※
）

に
関

し
て

、
養

成
課

程
に

お
け

る
教

育
内

容
及

び
資

質
向

上
の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

研
究

を
行

い
、

厚
生

労
働

省
に

設
置

さ
れ

た
「

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成
の

在
り

方
等

に
関

す
る

検
討

会
」

で
の

検
討

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

 

本
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
は

、
精

神
保

健
福

祉
士

の
現

場
実

践
に

お
い

て
連

携
・

協
働

関
係

に
あ

る
他

職
種

の
立

場
か

ら
、

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
・

機
能

と
し

て
、

養
成

課
程

に
お

い

て
習

得
し

て
お

く
べ

き
知

識
や

技
能

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
し

ま
す

。
 

 ※
精

神
保

健
福

祉
士

の
養

成
課

程
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

詳
細

は
、
下

記
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。
 

参
照

：
「

精
神

保
健

福
祉

士
養

成
課

程
に

お
け

る
教

育
内

容
等

の
見

直
し

に
つ

い
て

」
（

厚
生

労
働

省
）

 

ht
tp
s:
//
ww
w.
mh
lw
.g
o.
jp
/s
ei
sa
ku
ni
ts
ui
te
/b
un
ya
/s
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ug
ai
ho
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n/
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n/
dl
/s
ei
si
nh
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en
01
.p
df
 

 ２
．

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
構

成
 

約
５

名
×

２
グ

ル
ー

プ
を

実
施

し
、

１
グ

ル
ー

プ
９

０
分

前
後

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

し
ま

す
。

 

（
１

）
グ

ル
ー

プ
Ａ
：
精

神
科

病
院

で
精

神
保

健
福

祉
士
と

連
携
・
協

働
関

係
に

あ
る

他
職

種
（

各
１

名
）

 

①
精

神
科

医
師

 
②

看
護

師
 

③
薬

剤
師

 
④

作
業

療
法
士

 
⑤

公
認

心
理

師
（

そ
の

他
心

理
技

術

者
等

を
含

む
）

 

（
２

）
グ

ル
ー

プ
Ｂ

：
地

域
で

の
精

神
保

健
・

医
療

・
福
祉

等
の

多
分

野
に

お
い

て
精

神
保

健
福

祉
士

と

連
携

・
協

働
関

係
に

あ
る

他
職

種
（

各
１

名
）

 

①
精

神
科

医
師

（
精

神
科

診
療

所
）

 
②

保
健

師
（

保
健
所

）
 

③
看

護
師

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ

ョ
ン

）
 

④
作

業
療

法
士

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ま
た

は
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
事

業
所

）
 

⑤
介

護

支
援

専
門

員
（

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）
 

⑥
保

護
観

察
官

 

 ３
．

倫
理

的
配

慮
 

参
加

さ
れ

た
皆

様
の

ご
発

言
は

録
音

を
さ

せ
て

い
た

だ
き
ま

す
が

、
発

言
者

が
特

定
さ

れ
る

よ
う

な

使
用

や
公

表
を

す
る

こ
と

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
本
事

業
以

外
の

目
的

に
使

用
す

る
こ

と
も

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

４
．

調
査

の
方

法
 

多
職

種
対

象
 

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
実

施
に

あ
た

っ
て

 
 

公
益

社
団

法
人

日
本

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
 

 こ
の

度
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

し
た

「
精

神
保

健
医
療

福
祉

の
関

係
職

種
を

対
象

と
し

た
精

神
保

健
福

祉
士

と
の

連
携

の
在

り
方

に
係

る
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て
は

、
厚

生
労

働
省

の

国
庫

補
助

事
業

で
あ

る
平

成
３

０
年

度
障

害
者

総
合

福
祉
推

進
事

業
「

精
神

障
害

に
も

対
応

し
た

ケ
ア

シ

ス
テ

ム
の

構
築

及
び

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た
精
神

保
健

福
祉

士
の

役
割

の
明

確
化

と
養

成
・

人

材
育

成
の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

」
の

一
環

と
し

て
、

実
施

さ
せ

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

 

以
下

、
詳

細
を

ご
案

内
申

し
あ

げ
ま

す
。

 

 １
．

調
査

目
的

 

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
や

機
能

の
拡

充
に

伴
い

、現
行

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
内

容（
※

）

に
関

し
て

、養
成

課
程

に
お

け
る

教
育

内
容

及
び

資
質

向
上

の
在

り
方

等
に

関
す

る
調

査
研

究
を

行
い

、

厚
生

労
働

省
に

設
置

さ
れ

た
「

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成
の

在
り

方
等

に
関

す
る

検
討

会
」

で
の

検
討

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

 

本
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
は

、
精

神
保

健
福

祉
士

の
現

場
実

践
に

お
い

て
連

携
・

協
働

関
係

に
あ

る
他

職
種

の
立

場
か

ら
、

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
・

機
能

と
し

て
、

養
成

課
程

に
お

い

て
習

得
し

て
お

く
べ

き
知

識
や

技
能

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
し

ま
す

。
 

 ※
精

神
保

健
福

祉
士

の
養

成
課

程
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

詳
細

は
、下

記
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。 

参
照

：「
精

神
保

健
福

祉
士

養
成

課
程

に
お

け
る

教
育

内
容

等
の

見
直

し
に

つ
い

て
」（

厚
生

労
働

省
）
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 ２
．

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
構

成
 

約
５

名
×

２
グ

ル
ー

プ
を

実
施

し
、

１
グ

ル
ー

プ
９

０
分

前
後

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

し
ま

す
。

 

（
１

）
グ

ル
ー

プ
Ａ
：
精

神
科

病
院

で
精

神
保

健
福

祉
士
と

連
携
・
協

働
関

係
に

あ
る

他
職

種
（

各
１

名
）

 

①
精

神
科

医
師

 
②

看
護

師
 

③
薬

剤
師

 
④

作
業

療
法
士

 
⑤

公
認

心
理

師
（

そ
の

他
心

理
技

術

者
等

を
含

む
）

 

（
２

）
グ

ル
ー

プ
Ｂ

：
地

域
で

の
精

神
保

健
・

医
療

・
福
祉

等
の

多
分

野
に

お
い

て
精

神
保

健
福

祉
士

と

連
携

・
協

働
関

係
に

あ
る

他
職

種
（

各
１

名
）

 

①
精

神
科

医
師

（
精

神
科

診
療

所
）

 
②

保
健

師
（

保
健
所

）
 

③
看

護
師

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ

ョ
ン

）
 

④
作

業
療

法
士

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ま
た

は
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
事

業
所

）
 

⑤
介

護

支
援

専
門

員
（

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）
 

⑥
保

護
観

察
官

 

 ３
．

倫
理

的
配

慮
 

参
加

さ
れ

た
皆

様
の

ご
発

言
は

録
音

を
さ

せ
て

い
た

だ
き
ま

す
が

、
発

言
者

が
特

定
さ

れ
る

よ
う

な

使
用

や
公

表
を

す
る

こ
と

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
本
事

業
以

外
の

目
的

に
使

用
す

る
こ

と
も

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

４
．

調
査

の
方

法
 

多
職

種
対

象
 

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
実

施
に

あ
た

っ
て

 
 

公
益

社
団

法
人

日
本

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
 

 こ
の

度
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

し
た

「
精

神
保

健
医
療

福
祉

の
関

係
職

種
を

対
象

と
し

た
精

神
保

健
福

祉
士

と
の

連
携

の
在

り
方

に
係

る
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て
は

、
厚

生
労

働
省

の

国
庫

補
助

事
業

で
あ

る
平

成
３

０
年

度
障

害
者

総
合

福
祉
推

進
事

業
「

精
神

障
害

に
も

対
応

し
た

ケ
ア

シ

ス
テ

ム
の

構
築

及
び

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た
精
神

保
健

福
祉

士
の

役
割

の
明

確
化

と
養

成
・

人

材
育

成
の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

」
の

一
環

と
し

て
、

実
施

さ
せ

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

 

以
下

、
詳

細
を

ご
案

内
申

し
あ

げ
ま

す
。

 

 １
．

調
査

目
的

 

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
や

機
能

の
拡

充
に

伴
い

、
現

行
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

内
容
（

※
）

に
関

し
て

、
養

成
課

程
に

お
け

る
教

育
内

容
及

び
資

質
向

上
の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

研
究

を
行

い
、

厚
生

労
働

省
に

設
置

さ
れ

た
「

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成
の

在
り

方
等

に
関

す
る

検
討

会
」

で
の

検
討

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

 

本
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
は

、
精

神
保

健
福

祉
士

の
現

場
実

践
に

お
い

て
連

携
・

協
働

関
係

に
あ

る
他

職
種

の
立

場
か

ら
、

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
・

機
能

と
し

て
、

養
成

課
程

に
お

い

て
習

得
し

て
お

く
べ

き
知

識
や

技
能

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
し

ま
す

。
 

 ※
精

神
保

健
福

祉
士

の
養

成
課

程
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

詳
細

は
、
下

記
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。
 

参
照

：
「

精
神

保
健

福
祉

士
養

成
課

程
に

お
け

る
教

育
内

容
等

の
見

直
し

に
つ

い
て

」
（

厚
生

労
働

省
）
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 ２
．

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
構

成
 

約
５

名
×

２
グ

ル
ー

プ
を

実
施

し
、

１
グ

ル
ー

プ
９

０
分

前
後

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

し
ま

す
。

 

（
１

）
グ

ル
ー

プ
Ａ
：
精

神
科

病
院

で
精

神
保

健
福

祉
士
と

連
携
・
協

働
関

係
に

あ
る

他
職

種
（

各
１

名
）

 

①
精

神
科

医
師

 
②

看
護

師
 

③
薬

剤
師

 
④

作
業

療
法
士

 
⑤

公
認

心
理

師
（

そ
の

他
心

理
技

術

者
等

を
含

む
）

 

（
２

）
グ

ル
ー

プ
Ｂ

：
地

域
で

の
精

神
保

健
・

医
療

・
福
祉

等
の

多
分

野
に

お
い

て
精

神
保

健
福

祉
士

と

連
携

・
協

働
関

係
に

あ
る

他
職

種
（

各
１

名
）

 

①
精

神
科

医
師

（
精

神
科

診
療

所
）

 
②

保
健

師
（

保
健
所

）
 

③
看

護
師

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ

ョ
ン

）
 

④
作

業
療

法
士

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ま
た

は
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
事

業
所

）
 

⑤
介

護

支
援

専
門

員
（

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）
 

⑥
保

護
観

察
官

 

 ３
．

倫
理

的
配

慮
 

参
加

さ
れ

た
皆

様
の

ご
発

言
は

録
音

を
さ

せ
て

い
た

だ
き
ま

す
が

、
発

言
者

が
特

定
さ

れ
る

よ
う

な

使
用

や
公

表
を

す
る

こ
と

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
本
事

業
以

外
の

目
的

に
使

用
す

る
こ

と
も

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

４
．

調
査

の
方

法
 

多
職

種
対

象
 

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
実

施
に

あ
た

っ
て

 
 

公
益

社
団

法
人

日
本

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
 

 こ
の

度
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

し
た

「
精

神
保

健
医
療

福
祉

の
関

係
職

種
を

対
象

と
し

た
精

神
保

健
福

祉
士

と
の

連
携

の
在

り
方

に
係

る
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て
は

、
厚

生
労

働
省

の

国
庫

補
助

事
業

で
あ

る
平

成
３

０
年

度
障

害
者

総
合

福
祉
推

進
事

業
「

精
神

障
害

に
も

対
応

し
た

ケ
ア

シ

ス
テ

ム
の

構
築

及
び

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た
精
神

保
健

福
祉

士
の

役
割

の
明

確
化

と
養

成
・

人

材
育

成
の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

」
の

一
環

と
し

て
、

実
施

さ
せ

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

 

以
下

、
詳

細
を

ご
案

内
申

し
あ

げ
ま

す
。

 

 １
．

調
査

目
的

 

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
や

機
能

の
拡

充
に

伴
い

、
現

行
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

内
容
（

※
）

に
関

し
て

、
養

成
課

程
に

お
け

る
教

育
内

容
及

び
資

質
向

上
の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

研
究

を
行

い
、

厚
生

労
働

省
に

設
置

さ
れ

た
「

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成
の

在
り

方
等

に
関

す
る

検
討

会
」

で
の

検
討

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

 

本
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
は

、
精

神
保

健
福

祉
士

の
現

場
実

践
に

お
い

て
連

携
・

協
働

関
係

に
あ

る
他

職
種

の
立

場
か

ら
、

精
神

保
健

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
役

割
・

機
能

と
し

て
、

養
成

課
程

に
お

い

て
習

得
し

て
お

く
べ

き
知

識
や

技
能

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
し

ま
す

。
 

 ※
精

神
保

健
福

祉
士

の
養

成
課

程
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

詳
細

は
、
下

記
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。
 

参
照

：
「

精
神

保
健

福
祉

士
養

成
課

程
に

お
け

る
教

育
内

容
等

の
見

直
し

に
つ

い
て

」
（

厚
生

労
働

省
）

 

ht
tp
s:
//
ww
w.
mh
lw
.g
o.
jp
/s
ei
sa
ku
ni
ts
ui
te
/b
un
ya
/s
ho
ug
ai
ho
ke
n/
se
is
in
ho
ke
n/
dl
/s
ei
si
nh
ok
en
01
.p
df
 

 ２
．

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
構

成
 

約
５

名
×

２
グ

ル
ー

プ
を

実
施

し
、

１
グ

ル
ー

プ
９

０
分

前
後

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

し
ま

す
。

 

（
１

）
グ

ル
ー

プ
Ａ
：
精

神
科

病
院

で
精

神
保

健
福

祉
士
と

連
携
・
協

働
関

係
に

あ
る

他
職

種
（

各
１

名
）

 

①
精

神
科

医
師

 
②

看
護

師
 

③
薬

剤
師

 
④

作
業

療
法
士

 
⑤

公
認

心
理

師
（

そ
の

他
心

理
技

術

者
等

を
含

む
）

 

（
２

）
グ

ル
ー

プ
Ｂ

：
地

域
で

の
精

神
保

健
・

医
療

・
福
祉

等
の

多
分

野
に

お
い

て
精

神
保

健
福

祉
士

と

連
携

・
協

働
関

係
に

あ
る

他
職

種
（

各
１

名
）

 

①
精

神
科

医
師

（
精

神
科

診
療

所
）

 
②

保
健

師
（

保
健
所

）
 

③
看

護
師

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ

ョ
ン

）
 

④
作

業
療

法
士

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ま
た

は
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
事

業
所

）
 

⑤
介

護

支
援

専
門

員
（

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）
 

⑥
保

護
観

察
官

 

 ３
．

倫
理

的
配

慮
 

参
加

さ
れ

た
皆

様
の

ご
発

言
は

録
音

を
さ

せ
て

い
た

だ
き
ま

す
が

、
発

言
者

が
特

定
さ

れ
る

よ
う

な

使
用

や
公

表
を

す
る

こ
と

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
本
事

業
以

外
の

目
的

に
使

用
す

る
こ

と
も

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

４
．

調
査

の
方

法
 

多
職

種
対

象
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グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
実

施
に

あ
た

っ
て

 

 

公
益

社
団

法
人

日
本

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
 

 

こ
の

度
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

し
た

グ
ル

ー
プ

イ
ン
タ

ビ
ュ

ー
に

つ
き

ま
し

て
は

、
厚

生
労

働
省

の
平

成
３

０
年

度
障

害
者

総
合

福
祉

推
進

事
業

「
精

神
障
害

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の

構
築

及
び

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た
精

神
保

健
福
祉

士
の

役
割

の
明

確
化

と
養

成
・

人
材

育
成

の

在
り

方
等

に
関

す
る

調
査

」
の

一
環

と
し

て
、

実
施

さ
せ

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

 

以
下

、
詳

細
を

ご
案

内
申

し
あ

げ
ま

す
。

 

 １
．

調
査

目
的

 

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

課
程

に
お

け
る

教
育

内
容

に
つ
い

て
は

、
平

成
２

４
年

４
月

に
改

正
カ

リ

キ
ュ

ラ
ム

等
が

施
行

さ
れ

ま
し

た
が

、
そ

の
後

、
精

神
保
健

福
祉

士
を

取
り

巻
く

環
境

は
大

き
く

変
化

し
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
状

況
の

変
化

や
新

た
な

社
会
の

要
請

に
対

応
す

る
た

め
、

精
神

保
健

福
祉

士
の

養
成

教
育

の
在

り
方

、
卒

後
及

び
継

続
教

育
の

在
り
方

、
そ

し
て

資
質

向
上

の
在

り
方

に
関

す
る

調
査

研
究

を
行

い
、

厚
生

労
働

省
に

設
置

予
定

で
あ

る
「
精

神
保

健
福

祉
士

の
養

成
の

あ
り

方
等

に
関

す
る

検
討

会
」
（

以
下

「
検

討
会

」
と

い
う

。
）

に
お

け
る

検
討

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

本
事

業

を
実

施
し

ま
す

。
 

本
グ

ル
ー

プ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
は

、
精

神
保

健
福

祉
士

養
成
施

設
等

の
教

員
の

お
立

場
か

ら
、

現
在

の

精
神

保
健

福
祉

士
養

成
課

程
（

教
育

内
容

）
や

実
習

に
お
け

る
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

を
目

的
に

実
施

し
ま

す
。

 

 ２
．

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
構

成
 

４
～

５
名

×
２

グ
ル

ー
プ

（
大

学
、

専
門

学
校

）
、

1
2
0
分

以
内

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

し
ま

す
。

 

 ３
．

倫
理

的
配

慮
 

参
加

さ
れ

た
皆

様
の

ご
発

言
は

録
音

を
さ

せ
て

い
た

だ
き
ま

す
が

、
発

言
者

が
特

定
さ

れ
る

よ
う

な

使
用

や
公

表
を

す
る

こ
と

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
本
事

業
の

以
外

の
目

的
に

使
用

す
る

こ
と

も
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

 

 ４
．

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ガ
イ

ド
 

下
記

の
質

問
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

お
話

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

日
ご

ろ
お

感
じ

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
率

直
に

お
話

い
た

だ
い

て
結

構
で

す
。

 

 １
）

自
己

紹
介

；
教

員
経

験
年

数
、

実
習

の
体

制
 

実
習

の
体

制
に

つ
い

て
は

同
封

の
「

基
本

情
報

シ
ー

ト
」

の
ご

記
入

を
も

っ
て

回
答

と
さ

せ
て

い

た
だ

き
ま

す
。

 

 ２
）

現
行

「
精

神
保

健
福

祉
援

助
実

習
」

の
規

定
に

対
す

る
評

価
 

養
成

校
教

員
対

象
 

実
習

の
時

間
数
（

2
1
0
時

間
以

上
）
、
実

習
施

設
２

か
所

以
上

の
規

定
、
医

療
機

関
で

の
実

習
必

須

（
9
0
時
間

以
上

）
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に
お

考
え

で
す

か
。
課

題
や

改
善

点
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
具

体
的

に
ご

発
言

く
だ

さ
い

。
 

 ３
）

養
成

校
に

お
け

る
教

育
と

配
属

実
習

と
の

連
動

性
 

「
演

習
～

実
習

指
導

（
事

前
学

習
）

～
配

属
実

習
～

実
習

指
導

（
事

後
学

習
）

～
演

習
」

が
連

続

性
の

あ
る

指
導

・
教

育
を

す
る

に
あ

た
っ

て
ど

の
よ

う
な
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

ま
す

か
。

ま
た

連

続
性

の
あ

る
指

導
・

教
育

を
行

う
上

で
の

課
題

や
困

難
さ

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

。
 

 ４
）

教
員

（
養

成
校

）
・

実
習

指
導

者
（

実
習

施
設

）
・

実
習

生
（

学
生

）
と

の
関

係
 

教
員

（
養

成
校

）
と

実
習

指
導

者
（

実
習

施
設

）
と

の
連

携
に

お
け

る
課

題
や

留
意

点
、

実
習

生

と
実

習
施

設
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

等
で

配
慮

・
留

意
し

て
い
る

点
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
で

す
か

。
ま

た

教
員

と
実

習
指

導
者

そ
れ

ぞ
れ

の
要

件
に

つ
い

て
ご

意
見

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

発
言

く
だ

さ
い

。
 

 ５
）

実
習

の
評

価
と

到
達

点
 

実
習

（
主

に
配

属
実

習
）

の
到

達
点

を
ど

こ
に

置
き

、
そ

の
評

価
基

準
・

評
価

方
法

を
ど

の
よ

う

に
設

定
し

て
い

ま
す

か
。

ま
た

、
評

価
及

び
評

価
表

は
統
一

し
た

も
の

が
必

要
か

各
校

に
委

ね
る

か

に
つ

い
て

ご
意

見
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

 ６
）

精
神

保
健

福
祉

士
養

成
課

程
の

教
育

内
容

 

実
習

に
関

わ
ら

ず
、

現
在

の
精

神
保

健
福

祉
士

養
成

課
程

に
お

け
る

教
育

内
容

（
科

目
構

成
や

各

科
目

で
設

定
さ

れ
た

教
育

す
べ

き
事

項
）

に
つ

い
て

ご
意

見
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

 ５
．

そ
の

他
 

１
）

調
査

内
容

、
条

件
等

に
関

し
ま

し
て

ご
了

承
い

た
だ
け

ま
し

た
ら

、
別

紙
「

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

に
係

る
承

諾
書

」
に

ご
署

名
ご

捺
印

の
う

え
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

実
施

当
日

ご
持

参
く

だ
さ

る

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

２
）

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
話

題
進

行
を

ス
ム

ー
ズ

と
す

る
た
め

に
、

ご
自

身
の

所
属

す
る

養
成

機
関

の
特

徴
を

別
紙

「
基

本
情

報
シ

ー
ト

」
に

事
前

に
ご

記
入

い
た

だ
き

ご
持

参
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

当
日

、
コ

ピ
ー

し
て

同
一

グ
ル

ー
プ

内
で

共
有

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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